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20251001 幼稚園 午前 施設内（室内・園庭等） 異年齢構成 屋外活動中 負傷 自らの転倒・衝突
骨折（重篤な障害が疑わ

れるもの以外）
上肢（腕・手・手指）

本児は２名の他児と共にインターロックにてダンスをして遊んでいた。踊りながらその場をぐる

ぐる回ったり、友だちとハイタッチをしたりして遊んでいた。本児が振り返った際、後ろに友だ

ちがおり、驚いて避けようとし、友だちとの衝突はなかったが、二人とも転倒し、本児は左手

を地面につき腕が体の下敷きになるような状態で前方に転倒した。膝を擦っており、養護教諭

が不在だった為、別の教諭が水消毒、パッドの処置をした。他に痛い箇所を確認したところ左

肘を示したため冷却し、様子を見守った。その後発赤や腫脹は見られなかったため、冷却しな

がら遊びへ戻った。

その後、本児が椅子に座って動かない様子だったため、担任が声を掛けたところ、左腕を触る

と顔をしかめたため園長に報告。脱臼・骨折の心配から、保護者へ連絡を入れ、保護者と職員

と共に医療機関を受診する。

病院にてレントゲン撮影をし、骨折が判明。

20260601
幼稚園型

認定こども園
午前 施設内（室内・園庭等） ３歳児クラス その他 負傷 その他

骨折（重篤な障害が疑わ

れるもの以外）
頭部

本児が好きな遊びの片付け後、排泄を済ませ、トイレから保育室に戻ろうとしていたところ、

保育室から出てきた他児が廊下で本児の頬を両手で挟んで関わろうとした際、本児が後方に転

倒。担任が泣いている本児を発見し、後頭部を打撲したと判断。

保健室に移動して患部を確認し冷却を行ったところ、患部に発赤・内出血を認める。

保護者に状況報告の連絡を入れ、医療機関を受診。

看護師同行のもと医療機関に向かい、保護者と合流。

CT検査の結果、骨折と診断。

また、頭部を打撲していたため経過観察入院となり、症状の変化等があった場合に対応可能な

別の医療機関に入院。

20260701
幼稚園型

認定こども園
午後 施設内（室内・園庭等） ５歳児クラス 室内活動中 負傷 他児からの危害 口腔内受傷 顔面（口腔内含む）

本児が自分の水筒でお茶を飲んでいたところ、同じクラスの園児が自身の水筒を本児の水筒に

当てた。その衝撃で本児の水筒が上顎中切歯に当たった。

職員に付き添われて職員室に来室。口腔内の確認をしたところ、歯茎からの出血、歯の動揺、

歯牙破折、歯茎の変色なし。痛みを強く認めたため、歯茎周辺をクーリングし様子観察。

母へ受診の必要性について説明し、園より受診することの承諾を得、かかりつけ医に連絡。

歯科受診。上顎左中切歯と側切歯の軟骨に亀裂があることが判明。

永久歯への影響については、３か月後にレントゲンにて再評価予定。それまで様子観察。


